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平成21年度文部科学省「大学教育・学生支援推進事業」学生支援推進プログラム
eラーニングを活用した総合的学生支援プロクフム
平成21年度~平成23年度活動報告書
平 成 2 1 年 度 文 部 科 学 省 「 大 学 教 育 ・ 学 生 支 援 推 進 事 業 」
【 テ ー マ 田 学 生 支 援 推 進 プ ロ グ ラ ム
e ラ ニ ン ク を 舌 用 し た 総 合 的 学 生 支 援 フ ロ ク フ ム ]
キ ャ リ ア 教 育 上 就 職 活 動 支 援 」 そ し て 、 「 内 定 目 又 得 」 0
そ れ で 終 わ ら な い 新 潟 国 蝶 情 報 大 学 の 支 援 0
「 メ ン タ ル ケ ア 」 を 経 て 、 企 業 へ バ ト ン タ ツ チ 0
^ 本 プ ロ グ ラ ム の 趣 旨 ・ 目 的 達 成 目 標
本 学 の 概 要
本 学 に は 、 情 報 文 北 学 部 が あ り 、 世 界 文 化 と し て の 情 報 文
化 の 意 味 を 理 解 し 、 情 報 文 化 の 創 造 と 発 展 に 貢 献 す る こ と
の で き る 人 材 を 育 成 す る こ と を 目 的 と し て い る
学 科 は 、 情 報 文 化 学 科 と 情 報 シ ス テ ム 学 科 が あ る 0 情 報 文
化 学 科 は 、 北 東 ア ジ ア や ア メ リ カ を 含 む ア ジ ア 太 平 洋 地 域
. . . . ー ー . . . . . を は じ め と す る 世 界 ヘ の 理 解 を 深
. . ・ " " ・ . . め る と と も に 、 国 際 キ 士 会 の 諸 問
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' .
う 観 点 か ら 、 実 践 的 英 語
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「 専 門 科 目 」 で は 、 英 語 、 中 国
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. . ・ " 語 、 韓 国 語 、 ロ シ ア 語 の い ず れ か の
言 語 を 学 び 、 そ れ に 基 づ い た 異 文 化 理 解 と 国 際 理 解 を 深 め
る た め に 必 要 な 科 目 に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 加 え て 、 各 国
の 提 携 大 学 に 半 期 ( 4 ケ 月 ) 留 学 し て 単 位 を 修 得 で き る 制 度
が 整 備 さ れ て い る 。
情 報 シ ス テ ム 学 科 は 、 情 報 シ ス チ ム の 企 画 ・ 設 計 ・ 開 発 ' 運
用 に 携 わ り 、 あ る い は そ れ を 活 用 す る こ と で 、 情 報 社 会 の 建
設 に 貢 献 で き る 情 報 人 を 育 成 す る 体 験 的 学 習 の 重 視 と 少
人 数 教 育 に よ る 演 習 の 実 施 、 地 域 社 会 地 域 産 業 と の 連 携
の 下 で の 現 実 に 立 脚 し た 教 育 、 自 主 的 は 学 習 プ ラ ン の 作 成
な ど に よ る 自 発 的 学 習 意 欲 の 極 養 を 特 色 と し て い る 0 「 専 門
科 目 」 は 、 主 に 情 報 と シ ス テ ム 、 人 問 と 社 会 、 経 営 と 組 織 、 コ
ン ピ ュ ー タ と 通 信 、 論 理 と 数 理 の 5 分 野 に よ っ て 構 成 さ れ て
い る 。 英 語 を 全 学 必 修 と す る ほ か 、 カ ナ ダ の 提 携 大 学 に お い
て 、 情 報 英 語 の 実 践 教 育 や 情 報 産 業 企 業 見 学 ' コ ン ビ ユ ー
夕 演 習 . 謂 義 を 受 脆 し ( 夏 期 5 週 問 ) 、 単 位 を 修 得 で き る 制 度
が 整 備 さ れ て い る 。
1 学 部 、 2 学 科 で 構 成 さ れ る 収 容 定  1 0 0 0 人 の 小 規 模 校
で 而 り 、 地 元 新 潟 県 か ら の 入 学 生 が 9 5 % を 超 え る 極 め τ 地
域 に 根 ざ し た 大 学 で あ る
.
.
.
.
.
.
.
.
.
本 プ ロ グ ラ ム は 、 学 生 が 卒 業 と 同 時 に ス ム ー ズ に 人 生 の 第 一 歩 を 踏
み 出 す こ と が で き る よ う 、 就 職 内 定 者 に 対 し τ e ラ ー ニ ン グ 、 及 び 直 接
講 座 に よ る 研 修 を 入 社 前 ( 在 学 中 ) に 提 供 し 、 社 会 人 ヘ の 不 安 を 取 り 除
き 、 早 期 敲 職 者 を 軽 減 す る こ と を 目 的 と し た も の で あ る 0
本 ブ ロ グ ラ ム は 企 業 ( N E C ラ ー ニ ン ケ ( 株 ) ) と の 綿 密 な 打 ち 合 わ せ
に よ り 設 計 さ れ 、 就 職 ア ナ リ ス ト や 本 学 ス タ ッ フ を 含 め 大 学 全 体 と し て
実 施 し た も の で あ る 。 e ラ ー ニ ン グ に よ る 研 修 は 、 仕 事 の 内 容 、 人 問 関
係 、 将 来 性 と い っ た 、 学 生 力 僻 職 に 際 し て 感 じ る 不 安 を い か に 取 り 除 く
か に 重 点 を 置 き 、 直 接 謂 座 で は 、 新 潟 県 内 企 業 の . 向 を ア ン ケ ー ト 調
査 し 、 そ の 結 果 を 盛 り 込 ん だ 集 合 研 修 や グ ル ー プ ワ ー ク 等 に お い て 、 話
す こ と 、 聞 く こ と を 重 ね る こ と に よ っ て 、 自 身 の キ ャ リ ア や 就 職 に っ い て
の 理 解 を よ り 深 め る こ と を 狙 い と し た 。
「 大 学 教 育 . 学 生 支 援 推 進 事 業 」 学 生 支 援 プ ロ グ ラ ム と し て 、 平 成 2 1
年 度 に 文 部 科 学 省 か ら 採 択 さ れ た 取 組 み で あ り 、 今 必 要 と さ れ る 社 =
適 応 力 の 優 れ た 人 材 を 育 成 す る こ と を 目 的 と し た 取 組 み で 島 る 0
1 . 趣 旨 ・ 目 的
卒 業 後 、 3 年 以 内 で 3 割 以 上 が 雜 職 す る こ と が 社 会 問 題 に も な っ て い
る が 本 学 卒 業 生 も 「 学 生 と 社 会 人 」 の ギ ャ ッ プ が 埋 め ら れ ず 、 毎 年 退
職 老 を 出 し て ぃ る 。 そ の よ っ な 現 状 を 少 し で も 改 善 す る 取 組 み と し て 、
求 人 先 企 業 の ー ー ズ を も と に 、 個 別 具 体 的 な 達 成 目 標 の 策 定 を め ざ し
て 本 学 と 企 業 が 共 同 研 究 を 実 施 し 、 そ の 結 果 を 踏 ま え 、 企 業 二 ー ズ に
マ ッ チ し た 社 会 適 応 力 を 高 め る た め の 独 自 の プ ロ ク ラ ム や 就 職 支 援 シ
ス テ ム を 開 発 し 、 就 職 内 定 者 に 対 し て e ラ ー ニ ン グ と 学 外 専 門 家 に よ る
研 修 会 を 併 せ た 「 就 職 串 前 研 修 」 を 提 供 す る こ と で 、 就 職 ( 入 社 X 二 対 す
る 不 安 の 解 消 と 、 早 期 雜 職 を 予 防 す る こ と を 目 的 と す る 0
ユ . 到 達 目 標
企 業 二 ー ズ 、 学 生 二 ー ズ 、 卒 業 生 二 ー ズ を 1 年 次 か ら の 「 キ ャ リ ア 教
育 」 、 「 就 職 活 動 支 援 」 、 「 個 別 指 」 に 体 系 的 に 取 入 れ 、 ネ 士 会 人 と し て の
力 と 働 く こ と に っ い て の 職 業 搬 を 潤 養 し 、 就 職 活 動 に お い て ミ ス
マ ッ チ を 起 こ り に く く し 、 卒 業 時 ( λ ネ 士 前 ) に は 学 生 か ら 社 会 人 ヘ の ス
ム ー ズ な 意 識 移 行 と 就 職 ( 入 ネ 士 ) に 対 す る 不 安 の 解 消 を 図 り 、 入 牡 後 3
年 以 内 で の 離 職 率 を 2 0 % 以 下 に す る こ と を 目 標 と す る
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本プログラムは3年計画で進め3つのSTEPを踏んできた。
STEPI 「企業二ーズ」。初年度は「新入社員の離職率低減に向けたアンケート調査」を新潟県内企業(団休)に行い、どのような新入社員研修を取組
んでいるのか。又、どのようなスキルを求めているのか調査した。このアンケート結果を基に本プログラム内容を産学で橋成した実施検討会に
て協議し、「講座研修」・「eフニング研修」内容を決定し、「講座研修」の実施と「eラーニングコンテンy」の開発制作を行った。
STEP2 「学生二ーズ」。平成22 度は前年度「講座研修」を受講した学生のアンケート結果を分析し、講座に対する評価とどのようなλ社荊の不安
を抱いているのか把握した。
本プログラムの具体的内容
STEP3 「卒業生二ーズ」。平成23年度では、前年度受講した卒業生に入社後の状況と本プロ
グラムの有効性についてアンケート調査(6力月1鋤を実施した。
..............゛...................゛...................................................
1.周知方法等
本プログラムを実施するにあたり、卒業予定者全員に対し実施案内を
送付及びメール送信、キャリア支援課職員が直接声をかけ周知徹底を
1丁った。
成果
1自己評価は、どのような観点で行ったか
自己評価については、又講学生及び卒業生にアンケート調査を行い研
修内容や入社前の不安が軽減でき前向きになれたのか、また卒業生には、
本プログラムがλ社後業務遂行に役立ち早期離職の抑止力に効果が南っ
たのかを検証した
...............................................................
2到達目標に達したか。
就職前の不安の解消については、各年度一定の目1皐が達成できた。しか
し、卒業生に対しては入社後3年以内の職率低減について、今後も継続
的に検証していや必要がある。
...............................................................
3具体的な成果は何か。
本プログラムの実施によって、学生が就職に際し不安が解消されたのかを
アンケート調査によって検証した結果、本プログラムが就職前の不安の解消
と、早期離職を抑止する効果があった。
...............................................................
4今後の計画
1)当該プログラムの成果をどのように活用していくか。
本プログラムで得た「企業二ーズ」「学生二ーズ」1卒業生二ーズ」を今後の1キャリ
ア教育」「就職活動支援」に活かし、学生指抑を行なってぃく。
2)今後の計画
今後も継蒜的に本プロヴラムを実施し、社会人としτのモチベーションの向上
と就職内定牢の向上を目指す
.......唱....................................................暑.............
5就職未内定者ヘの支援策
1)就職内定(内々定)を得られない者ヘの支援策
8月~12月、月1回計5回の「学内企業説明会(合同)」を実施した。また、「学内企業説明会」
ではレ、ローワーク」と連携し、ハローワークに登録されてぃる個別求人紹介及び相談会を行っ
た。1月~2月にかけては、ハローワーク相談会、単独企業説明会(選考会)を学内で行い、3月
には駐業安定求職(仮)登録会を行った。
2)未内定のまま卒業した者ヘの支援策
求人及び未内定者支援事業(国・県・市等)につぃて、電話やメールで情報提供を行い、8月~1
2月に実施した「学内企案説明会(合同)」の案内を出すなど継続的な支援を行った。また、辛撫
生に対してもハローワークと連携し憎報捉供、相註会を行った
平成劉年度
0実施検討会
@企業アンケート調査の実施・集嵜・分析
@実施検討会
0 巳ラーニンヴコンテンツ開発制作・講座研修の実施
@学生アンケート調査の実応
@評価委員会開催
干成22年度
.実施検討会
. eラーニング研修・講座研修
0学生アンケート胴査
0卒業生アンケート胡査
@評価委員会開催
平成23年度
0実施検討会
@eラーニング研修・講座研修
@学生アンケート調査
0肝価委R会翔催
@最終報告書発行
本プログラムの成果
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業
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Ⅱ . 内 定 者 フ ォ ロ ー 研 修 の 実 施 に つ い て
゛ 0 内 定 者 フ ォ ロ ー 研 修 を 実 施 し て い ま す か ?
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〔 Q 2 . 実 施 内 容 〕 ( 企 業 ア ン ケ ー ト よ り 抜 粋 )
罰 教 育 教 材 を 使 っ た 自 己 学 習
・ ビ ジ ネ ス ス キ ル 習 得
・ 新 人 用 テ キ ス ト 配 布
・ 通 信 講 座
・ 毎 月 の レ ボ ー ト
・ フ レ ッ シ ャ ー ズ コ ー ス
・ 仕 事 の 取 粗 み 方 、 社 会 人 と し て の マ ナ ー
. ビ ジ ネ ヌ 霄 や 自 己 啓 発 本 を 課 題 と し て 与 え る
な ど
は い
6 5 %
Q @ 内 定 者 フ ォ ロ ー 研 修 を 実 施 し て い る 企 業 の 内 容 悔 数 回 割
e ラ ー ニ ン グ フ . 1 % そ の 他 5 7 %
. e ラ ー ニ ン グ 研 修
I T ス キ ル ( ネ ッ ト ワ ー ク 、 イ ン タ ー ネ ツ ト な ど の 基 礎 レ ペ ル )
・ ピ ジ ネ ス ス キ ル ( 顧 客 満 足 度 の 考 元 方 )
・ 基 本 情 報 技 術 者
・ 新 社 会 人 の た め の ビ ジ ネ ス マ ナ ー
な ど
職 場 見 学
1 7 . 1 %
歴 集 合 研 修
・ 経 営 幹 部 か ら の 講 話 ( 社 会 人 と は )
仕 事 環 境 の 体 験 ( イ ン ト ラ ネ ツ ト 、 P C 環 境 な ど )
. ビ ジ ネ ス マ ナ ー 研 修 ( 報 運 相 に 対 す る 意 識 向 上 )
・ 粲 界 知 識 の フ ォ ロ ー ア ッ プ
・ 実 務 実 習 な ど
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ゲ ー ム で 学 ぷ
外 部 の 杜 会 人 マ ナ ー 研 修 に 参 加
な ど
教 育 教 材 を 使
つ た 自 己 学 習
2 8 . 6 %
築 合 研 修
2 1 . 4 %
先 蛮 社 員 と の
懇 談 会
2 4 3 %
皿.新入社員研修の実施について
゛0新入社員研修を実施していますか?
いいえ7.9% 未記λ1.4%
@
はい
90.フ%
.@新入社員研修の実施内容(企業アンケートより抜粋)
・ビジネスマナー ・現場研修
・ネ士外棚修派遣・仕事の基本
,企業理念 ,1SO
・ビジネス文書・メンタルヘルス
・労働組合 ・ストレスマネイジメント
・ストアコンパリゾン・就業規則
・ビジネスシユミレーションなど
・コンプライアンス
V.入社3年以内の離職率の低減にむけての取り組み
.コミユニケーション強化について
・ OJTにおいて、斬入壮nとのコミュニケーション壱し0かり行うよう働きかけτいる
,声を掛けてあげる。例え郡署が変わっても、閏わウたことの商る先輩みんなで青て
るという意識
,仕Ⅲ以外でのコミュニケーション
霞OJTの工夫について
・新λ社R教音をしうかり行う
・リーダーシステム
・仕事ヘの奥任感を持たゼる
゛@前設問で選択した3つのスキルを身にっけるために
最適な手段は何だとお考えですか。牧数回筈あ川
その他07%
自己学習7.1%
内定者研修2.1%
.目標・将来ビジョンの設定について
3年問の育成計画を本人に伝える1年目、 2年目、3年目の自牙のイメージが持τ
るように
・キャリアプランの作成と、会社側のフォ白一
・自牙の赤盟をよく話し合い、企髮の希盟としっかり一致しτいるが、妥地本ること
ができるか、確認をしっかり行う
.採用活動時の工夫について
・会社説明会一人事面接一役員面接一内定者駆親会まで、必ず当社に入社したいのか1人ひと"確認を取っている
・会社に入壮し、こんなはずじゃなかったと営わせないように、会牡説明会のときに時問をかけて、実態を話すようにしτいる
学校生活にお"る、持続力、我慢することの経駐
未回答
12,1%
新入社研修
17.1%
Ⅵ.離職率の低減のために大学に期待すること
.就職活動の指導について
「とりあえずエントリー」の解消、企業調査、目的を明確にした壮Ⅲ探しの指泌を期待
,0日から情報を得る棲会を作り、極力λ社径のミスマ・チをなくすようにする
・応幕企業について、しっかり勉強さ世τほしい
.精神面での修養について
・風の中で音った木は狽が強いというように、芯の強い学生を育τることが皿要と思う
・我慢聲さを求め長く勤務できる人を青てτいく
・{頭でっかち」にならぬ様、教青・指脚をお願いしたい
.チャレンジについて
・課題を持たせ、きちんと評価、批専する
学生の時に、国家資格等、チャレンジできるものは取得してほしい
少子化のせいか、大学で根気のいる勉強を槙んできたと感じる学生が少ない気がします
.サポート役の存在について
・「戯場ヘの円滑な定紬と早朗の戦力化を図る」観点から、職場の先輩職員をサポート役とし
て選任し、日常的な指抑助言を行っている
・け寸1ではないが先輩社員と斬λ社nでペアを粗んで教青
.教青トレーナーにより、教青、商成
職場での馴練・OJT
64.3%
.研修によるフオローについて
・ 2年目.3年目フォローアップ研修
・新人に対する研修を何回も実論する。また、困0ていることや悩み等についτアンケートを
行っている
・斬入職員を寄き込んでの研修会を実施してぃる
.配属の工夫について
現場実習がーつの目安{半年~1年}ここを乗り切れば附職牢は非常に低くなるため、まず現
堀実習からλりその径各部暑ヘ配属している
.λ牡配属は極力自宅通動可能女拠点ヘ
塑社会・社会人との接触機会の創出、社会経験等について
.学生時代に社会勉強をしてほしい(ボランティアなどで)
学生のうちから社会人と接する接会を堆やしτほしい〔社会人の〒行演晋}
学生と社会人、学校と企業、基本的な逸いを良く理解させてほしい
朗人とのかかわり方・コミユニケーションカUPの教育について
各桟会合で上司、先輩とのコミュニケーションを取る(公私にわたτ
研修等を利用して、同期のつむがりを持たせる
,講義やゼミを通じτ、コミュニケション能力を教えてほしい
.カリキユラム・その他について
.目的意識が薄いとモチベーションを上げることが出来ないので、菩段からPOCAサイクルで短
期問で据リ返りを行い、自身ヘ反映できる考え方を身につけてほしい
・うわぺだけの対簗をするのではなく、確実な高砕教脊、専門教青を行てほしい
.一般常識と一般教聾を組み込んだ教青カリキュラムの実施
学 生 ア ン ケ ー ト ①
e ラ ー ー ン グ 研 修
e ラ ー ニ ン グ 研 修 受 講 者 数
4 つ の コ ン テ ン ツ 内 容
※ e ラ ー ニ ン グ を 受 講 し て 興 昧 を も っ た こ と は 何 で す か ( 3 つ 選 択 )
揃 向 き な 姿 勢 が 成 長 ヘ の 第 一 歩 ~ 主 役 は あ な た で す U よ り
平 成 2 2 年 度 笑 平 成 2 3 年 庶
1 8 9 %  1  2 3 . 0 %
不 安 や 悩 み は 誰 に も あ る !
1 . 0 ツ 0
7 B %
ス ト レ ス 要 因 を 認 識 し て 、 う ま く 解 消 を 図 ろ う !
若 い 問 は 、 失 敗 、 恥 、 苦 労 を 経 験 し な が ら 、
2 8 . 0 ツ 0
4 1 6 ツ 0
教 訓 と し て 学 ん で い こ う !
1 6 . 0 ツ 0
2 5 6 %
前 向 き な 気 持 ち に な っ て ア ク シ ョ ン ( 行 動 ) し よ う !
4 . 0 ツ 0
1 1 . 1 %
目 標 を 設 定 し 、 そ の 達 成 に 向 け て 行 動 し よ う !
→
4 0 %
4 . 4 ツ 0
あ な た の 夢 を 実 現 で き る の は 、 主 役 で あ る " あ な た " 自 身 !
゛
『 ダ ン ド リ 上 手 は シ ゴ ト 上 手 " よ り
時 問 を 無 駄 に せ ず 、 計 画 的 に テ キ バ キ と !
資 料 作 成 に は " ひ な 型 " を 用 意 し て お く と 効 率 的 !
し っ か り 事 前 準 備 を 行 っ て 、 本 番 で 成 果 を 出 そ う !
整 理 整 頓 で き る 人 は 効 率 が 良 い !
判 断 基 準 を 持 っ て 、 出 来 る だ け 早 め に 判 断 し よ う !
P D C A サ イ ク ル で 成 果 を 出 し て 行 こ う !
゛ . 率 に 吐 0 き 曇 甘 こ と
平 成 2 2 年 度
1 0 1 名
赴 . ロ . , ー " 里 " t 竜 . け 号
囲 " U A ^ 貞 . E ゛
主 罰 " ι ^ t 丸 . で 暫
平 成 2 3 年 度
1 1 . 0 ツ 0
8 . 0 ツ 0
1 9 . 0 %
8 . 0 %
8 . 0 %
平 成 2 3 年 度
7 9 名
十
イ
Ⅱ
4 ・
成 果 を 生 み 出 す た め の 人 脈 術 よ り
人 問 関 係 を 作 る た め に は 、 ま ず 挨 拶 か ら !
早 め の 報 ・ 連 ・ 相 で 良 好 な 関 係 を 作 ろ う !
5 W 2 H を 意 識 し て 相 手 に 正 し く 理 解 し て も ら お う !
相 手 を 理 解 す る た め の 聞 く 態 度 に 注 意 し よ う !
" 聞 く " と " 話 す " の キ ャ ッ チ ボ ー ル で 良 好 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ヨ ン を !
自 分 と 異 な る 意 見 に も 耳 を 傾 け よ う !
密 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン で 風 通 し の 良 い 関 係 を 作 ろ う !
多 く の 相 手 と 信 頼 の 輪 を 作 っ て 、 人 脈 を 広 け よ う !
1  劇 電 刷 , t " 虚 L ' , 島
風 0 0 ' ン , ^ , ト C ^ . , 1 ば
. . ^ 噸 厶 〒 τ . 享 .
e *
平 成 2 2 年 度
5 6 ツ 0
1 3 . 3 %
7 8 ツ 0
1 5 6 ツ 0
5 6 Ψ 0
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^ t 卑 L ' ゛
. 0 Ⅱ ' 弓 し ' . ^ 1 ι , . 卓  1
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1 7 8 ツ 0
1 3 3 ツ 0
1 3 3 ツ 0
4 . 4 ツ 0
4 . 4 ツ 0
1 3 3 ツ 0
竜
ι 、 ^ τ 埋 0 1
. 」 咋 血 ' ヨ ι ゛ 噛
J 竜 ^ ^ τ 卑 画 ^ 電 し 電 キ ' 掌 し 虹
平 成 2 3 年 度
1 3 . 0 Ψ 0
8 . 0 ツ 0
フ . 0 ツ 0
8 . 0 ツ 0
3 . 0 ツ 0
1 2 0 %
゛
山
、 「
『 考 え る ク セ を つ け て 価 値 を 生 み 出 そ う U よ り
集 め た 情 報 は 、 独 自 の フ ィ ル タ ー を 通 す こ と で 価 値 力 塙 ま る !
鬼 .
情 報 は 全 て 力 征 し い と は 限 ら な い 。 よ く 考 え て 、 情 報 を 見 極 め る 力 を 養 お う !
汝 え の な い 課 題 に 直 面 し t も 二 自 分 で 考 え て 出 口 綴 適 な 案 地 見 っ け よ う !
゛
な ぜ ? な ぜ ? と 繰 り 返 し 考 え る ク セ を つ け て 、 物 事 の 本 質 に 迫 ろ う !
岳
周 囲 に ア ン テ ナ を 張 り 巡 ら し 、 ア イ デ ア の 源 泉 を キ ャ ツ チ し よ う !
' .
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. , . ^ ^
1 , ト . ^ . , 血 . ^ し 史 .
平 成 2 3 年 度
3 3 . 0 ツ 0
1 2 . 0 %
9 . 0 ツ 0
3 0 %
4 0 %
フ . 0 ツ 0
8 . 0 ツ 0
1 0 . 0 %
一
¥
、
歯
早 亀 岡 四 個 . ^
.
十
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学生アンケート2
倫理・マナー」と「対人コミユニケーシヨン」
~新入社員に求められるスキル~
"
CX)本研修はどぅでしたか?平成21年度
^^^^^
平成22年度
^^^^^
平成23年度
.学生のコメントより抜粋
話の粗み立τパターンのところは自牙1ユ苦手そうなので勉強できてよかったです。席廟もよく分か
らないので勉強になりました。
隣の人とわいわいやりながらできたのでよかった。今のアルバイトの状況と考えながらできた0身近
に考えられてよかった。
良い人問間係を築いてぃくためのポイントとして、ストロークや話し方の組み立τバターンにっいて
の話は興味深く、勉強になった。全体の内容もまとまっていτ分かりやすかうた。
.本当にムリだ0たらしなくてもいいという言葉に、なんだか訂の荷がおりたような気分だった。気負
いすぎなくてもいいと思うと楽だ。
当初、1時問半は長いと思0たが、内客が具体的で頭にλつτきや本く、とてもいい請座だうた。
真意を汲み取る話の聴き方、自分でもできτいると思った。
丁単に教えてぃただいたのでわかりやオかうた。無理はするなということがよくわかった.自分らしく
がんばりたいと思った。
全体的に社会に出たら役立っ内客で、特にPREP法は、話が苦手孝自分にとウて、とても役に立
ち享し六仕事をする時は、効電的に垂要な所だけ言うようにしたいです。
40斡
大変満足
満足
不満
大変不満
匪無回答
牡会に出る上で、必要なこと、また毒えむくτはならないことに気付けτ、両確認できた。また、自分
がこれからどう考え、動くべきか考えるいい機会になった。
今内定先でアルバイトをしてぃますが、全員とコミュニケーション取れている訳では女いです0そこで
畠いさつプラスー言は役立つなと思い庄した。
プリントや内容が分かりやすくτ、とても勉強になった。庶次のマナーは、なかなか学ぷ機会がな
かウたので、学ベて良かうた。
ビジネスの話し方の所で、例文があったのでわかりやすかったです。席次のマナーも、これから必要
になっτくる知識だと思うので、良か fです
ビジネスでの話のしかたということでPREP法、DESC法を知りましたがなるほどと納得させられま
した。自分も今後この方法を上手く活用したいと思いました
EQなどという言葉を今までは聞い丸ことがなか f・けれども.今回の論座で知恵であるということが
知れたこと。コミュニケーションの大切さを再確認できたこと
「杜亭と上司に合わせる1というところで、合うところから合わせ、自分が仕亊を楽しんでいけばいい
のだと、参考になりました。
0鼻
@講座の中・興味を持ったメツセージをっ選でレ印をっナください。(複数回答あり)
(平成23年座Ⅱ都里マナー」と段゛人コミュニケーション」研修内容より)
1.ビジネス社会で活躍する人材とEQ(こころの知能指数)
5ヒジネスでの話のしかた
①自己コントロール能力(自制、自らモチベートする)
⑦共感能力(相手の気持ちがわかる、読み取れる)
⑦縦社会のルールを党える
③状況判断能力(空気を読み、適切な判断行動が出来る)
2.より良い仕事をしていくためのコミュニケーションのホイント 良好孝人問閏係を構築する
④良好な人問関係を橋築する
・相手に興味をもつ
.艇の筋き方の一段階
心を開いた挨拶
プラスのストロークを投げかける
⑤ビジネスでの話のしかた 1自己コントロール能力(自吊1、自らモチベートする
・卯前準備とシミュレーション
・組み立てのパターン炉REP法、 DESC法)
の共雁能力(相手の気持ちがわかる、読み取れる・呂葉と心を一致させる(内容の理解、自身の納得)
6話の聴き方の三段階
3状況判断能力(空気を読み、適切な判断行動が出来る牢実をありのまま【」聞くⅡ茎唱する)
・必要な情報を訊く(5W2Hに当てはめて
・相手の真意を汲み取りながら聴く
9汁士畢と上司ι、合わせる
3,「組織」の理解
⑦縦社会のルールを党える
値冷社の理念、目的に沿っτ行動キる人の呼び方、目上の方ヘの態度、席次
8会社の理念、目的に沿つて行動する
⑨仕事と上司に合わせる
@λ社まであとわずかですが、現在不安に思っていることはありす?
.学生のコメントよリ抜粋
λ社しτから、働く章欲をずっと保ち統けられるだろうかが心配。途中で「倒きたくない」と思ってしまわな会社の人とうまくイ寸き島っていけるかが不安です。
ない
いか不安にむる仕車がうまくぃくのか。自分だけとりのこされたらどうし203%
・自分の時問が無くなってしまうこと、人問聞係。ようということ,
・仕畢よりも生活面で不安が島ります。私は東京ヘ行くので、ちゃんと生活できるかが不安です。人闇閏係、早起き、お酒。
・住む家がギリギリまでわからない、対人閏係とか、自分にできるか不安だ0たり、働くだけでも大変なのに良好な人問聞係を築けるかどうか。商る
身のまわりのことまで手がまわるか社会人としτの厳しさに対応できるかどうか79.フ%
・会社からの迎紬がないこと早く仕事を党えられるのか不安です
「学生」から「社会人」に切り督わるスィッチがうまく見い出せていない気がします。かなりあいまいに褒・同期壮nがいむいこと。
現してい*すが、壬んな心憐様です。思春朋の署のよう孝気持ちです。・溌然と不安で本私ι一仕亭なんてできるのか、とかー・。
・学生生活ではなかった細かいビジネスマナーや敬語、謙譲語をしっかりと使うことができるのかが不安で・新しい生活に恬れること一人暮らしが才、安でオ
具体的な不安ではないけれども、自分がフルタイムです
・きちんと仕出かこなせるのか心配です。また,いろいろな資格を取らなくてはいけないので心配です働くことに漠然とした不安がある
内定先が自分の身の丈以上の組織なよっι」思τい今回の靭修でもあたことですが、自分の老えと上司または会社としての方針の達いが高ナときどの
るので、四月からしかりと受け入れτもらえるかどうかよっな符えを出すかなど
が不安。さら1-、他の内定老より明らかι」知識不足な
ようなので、しかりと仕事をすることができるかという
不安もある
20%
学 生 ア ン ケ ー ト ③
フ レ ッ シ ャ ー ズ ビ ジ ネ ス セ ミ ナ ー
゛ 0 本 研 修 は ど ぅ で し た か ? ^
平 成 2 2 年 度
3 5 . 6 %
3 . 3
^ ^ ^ ^ ^
平 成 2 3 年 度
ユ , 0
5 5 . 0 %
戸 ^ ^ ^
. 学 生 の コ メ ン ト よ り 抜 粋
先 濫 方 の 体 験 簸 は 勇 気 に な る 。 グ ル ー プ ワ ー ク は こ の 緊 張 感 の 商 る 空 気 に 1 ユ 必 要 だ と 思 っ た 0
グ ル ー プ を 組 む こ と で 、 他 の 人 が ど の よ う な 考 え 方 、 担 点 な の か 理 解 で き た 。 ワ ー ク を 通 じ て 、 自 分 な ら ど う
す る だ ろ う と 考 え る こ と が で き た 。 ま た 、 A さ ん の 気 持 ち も 共 感 で き た 0
. フ ェ イ ズ の 達 い な ど 、 こ れ か ら の 役 に 立 っ 話 が 多 く 聞 け て よ か っ た 0
グ ル ー プ ウ ー ク を オ る こ と で 、 自 分 と 伺 じ 異 な る 担 点 を 確 詔 で き た の が よ か う た 。 ケ ー ス ス タ デ ィ の 話 の
最 径 は 小 説 み た い で 良 か っ た
. 失 敗 例 な ど も あ げ τ い た だ き 、 自 分 だ け が 失 敗 す る 駅 で は な い し 、 失 敗 の 原 因 が 自 分 だ け に あ る 訳 で は
な い と 知 れ て よ か っ た 。
. ケ ー ス ス タ デ ィ の 架 空 例 を も と に 、 何 が 悪 く 、 A さ ん だ け が 孫 か っ た の で は な い と い う 、 新 た な 担 点 を 理 解
で き τ 、 勉 強 に な り ま し た 。 多 く の 視 点 か ら 物 砺 を 読 み 取 る 大 切 さ を 得 ら れ ま W "
, 失 敗 羊 悲 と っ τ い た こ と が と て も f 1 1 霞 的 で し た 。 失 敗 し て し 志 う の で は な い か と 不 安 に な り が ち で t が 、
失 敗 す る こ と が 悪 い こ と ば か り で は な い と 言 っ て も ら う こ と で 少 し 気 が 楽 に な り ま し た 。 前 向 き に 考 え る 大
切 さ も 改 め τ 感 し ま し た
仕 中 で の 失 敗 林 誰 ι 」 で も 而 る の で そ れ に 恐 れ ず に 行 動 す る 。 ま た 分 か ら な い こ と は 自 分 だ け で 考 え ず
1  上 司 、 先 輩 ι 」 し か リ 相 談 し 、 仕 耶 の 効 牢 、 生 産 性 と い う も の を 向 土 さ せ た い と 感 じ た 0 投 n さ ん の 実
体 験 仕 畢 ι 一 対 す る 考 え を 師 け て 良 か っ た で す 。
. ど ん な 1 」 但 い 立 場 の 方 で も 初 め の う ち は 自 分 と 同 じ ' 新 人 " で あ っ た ん だ と 、 不 安 だ っ た ん だ と 思 え ま し
た 背 中 を 押 し て も サ 大 気 が し ま す 。
. 牡 会 人 の 方 が λ 牡 し 大 当 時 ι 」 感 し て ぃ た 不 安 な ど 、 只 体 的 に 聞 け て 良 か っ た 。 皆 が 同 じ よ う な 不 安 を
持 τ い る の か 分 か た 内 容 が 分 か り や す く 、 面 白 か っ た 。
失 敗 談 か ら 、 ど の よ う し 、 対 応 し , 伺 を 学 ん だ か む ど の 艇 は 、 参 考 に な り ま り " 少 し 不 安 が 取 り 詠 か れ た 気 が し ま t o
上 司 の 方 か ら 見 る 若 手 社 負 に 対 す る 般 い を 剖 け て よ か っ た で す 。
プ レ ゼ ン が と て も ス ム ー ズ で 、 勉 強 に 孝 り ま し た 。 社 会 人 に な う た ら 、 自 分 も 同 じ よ う に プ レ ゼ ン が 出 来 る よ う に
心 が け た い で す 。 と て も 共 慈 で き 内 容 が わ か り や す く 、 4 月 か ら 樹 く に 商 た 0 て 力 に な り そ う で よ か っ た で す 0
役 に 立 つ 場 面 が あ っ 大
7 1 , 4 %
勤 務 場 所 が 変 わ る こ と
仕 亭 量 が 多 い の に 残 撰 を さ せ τ も ら え な い た め 仕 事 が 独 り 困 っ て い る 0
将 来 の 給 料 の 而 、 仕 畢 ι 、 つ い て い け る か
独 業 が 多 い 、 λ 社 前 に 聞 か さ れ τ い た 内 客 と 進 う 点 が 畠 る 、 福 利 厚 生 が
整 っ て い な い 。
不 安 む 点 と し τ 、 得 意 先 で 失 礼 こ と を し τ し ま う の で は な い か 、 ど の 行 動
が 失 礼 に 高 た る の か が ま だ わ か ら な い こ と が 挙 げ ら れ る . こ れ に っ い て
は 迷 。 て も と り あ え ず 行 動 し て み τ 、 得 意 先 の 方 に 叱 ら れ て 党 え る こ と で
慢 れ る の だ と 思 っ て い る 。
. _ 時 期 職 膓 上 の 作 業 で 失 敗 ば か り し て ぃ ま し た 。 し か し 、 こ れ も ス キ ル ・ λ 社 し 、 上 司 や 先 輩 社 兵 と 接 す る 中 で の 高 ら ゆ る 埠 面 【 ー お い て 、 酬 修 で
ア ッ プ の 条 件 な ん だ と 思 い 、 自 分 の ミ ス を 返 上 で き る 方 法 を 老 え 抜 く こ 学 ん だ マ ナ ー に 閏 す る こ と 女 ど が 投 に 立 ち ま し た
と が で き ま し た 。 . 既 に 知 っ て ぃ る こ と ば か り で 、 内 定 者 に と っ τ は 不 必 要 で あ る と 感 じ た
就 職 す る 荊 は 、 牡 会 人 に な る の が 蝉 で 不 安 は ' か り あ う た 。 し か し 、 就 職 か ら 0
オ る 前 に 受 ' し た こ と に よ っ て 、 前 向 き な 気 持 ち に 女 れ た 。 い ぎ 就 職 し 学 生 時 代 に は 失 敗 し て も 自 分 だ け の 賓 任 だ 0 た が 、 社 胃 人 に ' る と 自
た 時 、 辛 い こ と ば か り で と τ も じ ゃ な い け ど 前 向 き 孝 気 持 ち に な れ な 分 の 失 敗 は 上 司 の 硬 任 で 南 り = 社 の 貴 任 と な る 0 し か し 、 多 く の 失 敗 を
か ウ た 。 受 鼠 し た 畢 は ほ と ん ど 忘 れ 辛 い 、 嫌 だ と 思 い な が ら 樹 い て ぃ し て し ま う た め 上 司 か ら 怒 ら れ て し ま う 0 そ う い う と き に マ イ ナ ス ー 毒 だ
た 。 就 職 し τ フ ケ 月 紐 っ が 、 気 持 ち に も 余 裕 が 出 τ き て 仕 事 が 楽 し い と と 辞 め よ う と 思 っ て し ま う 0 そ の た め = 社 を 辞 め な い た め に も プ ラ ス 心
感 じ る 時 が あ る 。 気 持 ち に 余 裕 が で き た 今 資 羽 等 を 見 直 す と 、 失 敗 し 考 で い な け れ ば む ら な い と 思 い ま す 0
た と き 辛 い と き に 墨 謂 し た 平 を 思 い 出 し 薊 向 き な 考 え に な れ た 畔 が 多 牡 会 人 と し て の 最 低 限 の マ ナ ー を 身 に っ け る こ と が で き た と ・ 山 う 力
く な う た と 思 う 。
. 仕 亭 の 失 敗 は 、 確 か に 怖 い し 、 シ ョ ッ ク で す が 、 失 敗 し な い 人 は い 孝 い 社 会 人 と し τ の 心 構 え 、 実 際 に 働 い て い る 人 の 生 の 踊 が λ 社 前 に 聞 け
た こ と 。
し 失 敗 す れ ば 対 乗 や 対 処 の 方 法 も 学 ベ て い い 棲 会 に な る こ と を 実 感 し
e ラ ー ニ ン グ で 学 閏 し た 事 が 実 際 に 仕 来 で も 役 立 っ た
た か ら
@ 現 在 、 不 安 や 不 滴 に 思 っ て い る こ と が あ り ま す か ?
時 た ま 、 「 自 分 が こ の 職 堤 に い て も い い の か 」 「 こ こ に い て も 役 に 立 っ
人 材 で は な い ん じ ゛ な い か 」 と 考 え τ し 庄 う こ と が あ り ま す
λ 社 4 ケ 月 で 、 透 う 部 署 に 異 動 に 孝 り 今 は 研 修 生 と い う 立 場 だ が 、 今 径
な い
3 6 . 8 %
人 立 ち を し な け れ ば な ら 孝 い 一 人 立 ち で き る か ど う か が 不 安 で 高
あ る
6 3 . 2 %
0 %
2 0 %
' 0 牝 6 0 %
0 0 鵠
卒 業 生 ア ン ケ ー ト
0  社 会 人 に な っ て 、 研 修 の 内 客 が 役 に 立 っ た と 感 じ た 場 面 は あ り ま し た か ? ま 卜 そ の 理 由 も お 闇 か せ く た さ い 0
話 し の 内 客 や 具 体 例 が し か っ り し て い た の で 、 わ か り や す か っ た 0
. 具 体 例 が 多 く 、 理 解 イ メ ー ジ が し や す か っ た 。
不 安 が あ っ た の は 確 か だ が 、 そ の 不 安 の 原 因 が 伺 か が 分 か っ て い な か っ た の で 、 今 回 は と τ も 参 考 1 」
な 0 た 。
失 敗 し τ も 次 に っ な げ ら れ る 失 敗 を し よ う と 感 じ ま し た 。 落 ち 込 ん で も 、 な る べ く 早 く 立 ち 直 っ τ 、 し っ か り
前 向 き に 生 き た い で す 。
リ ア ル な 失 敗 薮 や 苦 境 の 話 を 聞 け τ た め に な っ た 。 自 分 に も あ り 得 る こ と 女 の で 、 参 考 に し τ い き た い 0
. e ラ ー ニ ン グ で 学 ん だ こ と を 、 両 び セ ミ ナ ー で 考 え る こ と が で き た 点 が 良 か っ た で す 0
失 敗 や 不 安 な ど と い っ た ネ ガ テ ィ ブ な 部 分 に 考 え す ぎ る の で は な く 、 ポ ジ テ ィ ブ に 考 え る こ と が 大 切 だ と
い う こ と が わ か り 良 か っ た 。
・ 意 朧 の 共 有 が で き た の で 少 し ス ッ キ リ で き た 。
・ 不 安 と の 向 き 合 い 方 を 知 れ て 良 か ? た で す 。
不 安 が あ る こ と は 惑 い こ と で は な い と 知 れ た こ と 。 私 は 心 配 性 な の で 、 こ の 先 不 安 で い ぱ い で し た が
決 し て 悪 い こ と で は な い ん だ な と 思 い ま し た 。
資 任 と 賓 任 感 の 違 い や 、 失 敗 に 対 す る 姿 勢 な ど 、 こ れ か ら の こ と で 不 安 が い ぱ い 亢 た の で す か 、 前
向 き に 考 え ら れ そ う に な り ま し た 。
デ ィ ス カ ッ シ ョ ン を オ る こ と で 、 他 の 人 の 「 不 安 」 を 知 う た の は 大 き い と 感 じ た 0
. こ れ か ら の 仕 Ⅲ 人 生 に と て も 参 老 に な る お 言 葉 を 頂 け て 婚 し い で す 0
学 ぶ こ と は 生 き る 活 力 、 つ ま り 人 生 勉 強 と い う の は 共 感 で き た し 、 ア ド バ イ ス も 的 確 た た と 思 い ま す
私 は 会 社 で ア ル バ イ ト と し て 働 い τ い ま す が 、 と τ も 大 事 な こ と ば か り で し た 。 絶 対 逃 げ む い で 前 向 き ι 」
取 り 組 む こ と 、 上 司 と の 付 き 合 い 方 な ど と て も 良 い エ ピ ソ ー ド で し た 。 南 り が と う ご ざ い ま し た
. 1 人 で 抱 え こ ま な く て 良 い と い う 話 を 聞 け τ よ か コ た で す 。
, 学 生 の う ち が 絶 対 楽 し い と 思 っ て 居 た け ど 、 社 会 人 も 毒 え 方 に よ っ τ は 楽 し そ う だ な と 思 え る よ う に な り ま
し た 。
る
仕 亭 の 弓 き 継 ぎ が よ く 行 わ れ て お ら ず 、 自 分 が 仕 事 を す る 厳 に 困 る こ と
が あ る
専 門 知 嫉 や 社 内 処 理 な ど 、 党 え な け れ ば な ら な い こ と が 多 い
本 社 が 現 埠 の 声 に 耳 を 貸 さ な い こ と 。
な か っ た
1 4 3 %
両 方 高 っ た
1 4 . 3 %
?
?
゛@本研修の形式としてはどれが適当諾と思いますか?
平成22年度
平成23年度
20易
e、フーニングのみ
ティスカッションのみ
e.ラーニング+ディスカッション(今回の形式)
曝無回答
゛0本研修は効果があると思いますか?
40%
平成22年度
゛@どのような社会人と話してみたいと思いましたか?
.
平成22年度 ユ4.4%
^^^^
平成23年度 24.0%ユ6.0%28.0%
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@入社後、成功したこと嬉し力っ"こと良かっ」とがあれば差し障りない囲てお閲かせくたさい^
入社しτしばらくは工場内の棲械を思っよっι』操作できなかったが、今では一人で機敏を繰作で仕牢をこなして、相手から「罰りがとう」と言われたことです
きるようになったことが婚しい。仕事の内客を理解してきたことで、やりがいを惑じるようにな研修でお世話になった部雪から移動の際ι、移動すると困るとわれ、研修中でも仕那の役1」
た立てた部分があったことがわかったこと。
・ OJTから一人立ちをして、はじめて自身の力だけで仕事をすることができたとき。沢山のお客樺に願を党えてもらえた。
実際に自分がお客樵に商品を閑λしτもらったり、サービスや対応が良くて感謝をされたとき「昨日お休みだったの?寂しかったわ」と言われた時自分のフャンができた姑この仕牢を続
・毎日自作の医毎惰如ニュースを得意先に提供しτいる。スタッフさんや先生に楽しみにしているけてぃて良かったと思うた。
と言われた時にやりがいを感じる。鰻合他社に何か差をっけたいと考え、自発的に始めた行動自分のした仕亭が有効に活用されていること
なのでこうぃった反春が而ると自信に繋がる。慈意にさせていただいている御意先からの注文努力を上司に認めτもらえたとき
が増えたこと櫨やはりうれしかった。行動はいずれ数牢に妥れてくるとそこで実感した0お客さんに「ありがとう」と笑願で茸われたり、子供に笑鉱で手を振てもらえたこと
・λ社早々に大き4イベントの企画を任され、上司と相髞しながら自分なりに創画を立てたことお客さんに靭めτ契約してもらえたとき
で、無畢に成功できたことH士畢しτる1」と実感できたとき自分のスキルか役に立ったこと
0入社後、失敗しと困った」と.也ん』と等があれば差し障りない範囲でお問かせくたさい
・素直な意見が言えないこと新人としτどこまで実直に物申しτいいのか、気を使えばいいのかコミュニケーションの礎しさを改めて痛感しました。自分の意図を相手に伝えられないことがた
とあれこれ悩んでしまうびたび高り、どうtれば上手く伝逗できるのかを日0毒えています。
・分からないことを腸手1、人で作業を逃行し丸り、9からないことを先輩社貞等に聞かずにそ何故この職場で働いτいるのか。何故仕事をするのか。ということを悩んでいる。生活の絢に働
のままにしてぃたことが失敗えた今では気{」なることがあったらなるぺく早めに聞くようにくのであれば、この職堀じゃなくてもいいのでは・・・と時々惜む車が南ります0
している・人問関係が少し高りました。中には挨拶も返してくれないくらい冷たく当たる人もいます0
仕皐が特殊な業務なので却織が0からのスタートで党えることに苦労しました。上司に仕Ⅲ内容にっいτ質問したかったが、とτも忙しそうで聞きに(く困った娠込みの手数
年の近い先輩などとの距離感、接し方1一ついτ悩んだ時翔があった。職場全伸がフランクな雰料の全額を問透0て、お客さんの家に言ってお金を返し謝うか
囲気なので早く馴染もうと自分も溶け込もうとしたが、やはり親しき仲にも礼儀ありというかそ営業の数字が上がらない時が島ること
うぃった先輩に対する礼儀が欠け、上司から注意されたことかあた
40%
役R 社長
無回答
0% 100%
はい
、、し、凡
.無回答
20私
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目これまての経験を踏まえ、もうすく社会人1、なる後輩へアドバイスをお願いします0(心構え、必要スキルなど)
社会人は太当に学生の時と1ユ迫います。ーつーつの貴任がとても皿たいものですしかし、慣れ新社会人は仕Ⅲでも対人関係でも恐らく失敗ばかりをしてしまうと思います。ですが、それは絶
れば学生時代に佳経験できないようなこともたくさんありますなので社会人ι」なることを楽対に当たり前のことでオのであまり自分を費める必要は高りません。かといって、何牢も他人
しみにしてぃてください。また、仕中選びには絶対に妥協しないようしーしてくださいのせいにしてぃいわけでもないですので、干の辺りのバランスが大事だと思います。実際、私も
コミュニケーション能力はとても大切だと威じる。いくら学力が良くても通じないときが島るのそれを模崇中です
で、多くの世代の人と藍して創造性を翌かにする。努力をすれぱ不可能を可挑「』できることもあ厳しいこと言われたり、靭栂できないことも多町出τくると思いますが、簡単に辞めないことが
るので諦めず1 やてほしい。大耶だと思いまオ
学生気分が抜けるまでには結槻な時問が搗かりました。営業として独"立ち{今年9月}してから私は全身に暮麻疹ができるほど仕奉が辛い時がありました。その時は、あまり自分の悩"を相
完全に学生気分が抜け、一営業マンとしての心桐えをもτるようになりました。気持ちの而です註せずに抱え込んでぃる時期でした。しかし、仕亭が辛かった時、先輩や同期に悩"を打ち明
ぐに牡会人になるには高る程度時圏がかかるかもしれません。あせらず頑張ってください0けた時tごくすきりした気特ちになりました。上下間係がうまくいけば自然と仕棄も楽しくな
.社会ば田六以上{_厳しいです。ですが、日常の仕叩の中でほんの些細なことでも、新しい発るものナ・と思います
見か沢山ありま古社会人になうたら学生時代以上に悩みや困りごとが多くむるかもしれません社会人1_なると、報告、連純、相鱗の徹底が非常に大車になるので、今のうちにバイトやゼミ活
が同期や囲りの友人に相議したりして、嫌いとは思わず、自らの中で仕皐を楽しめるような社動を通じτ少しでも身にっけておくといいと思い李す
会人ι』なてく亢さい・上胡の言うことは絶対である何畢もプラスに考えること。自牙で自操を決めτそれに向かっτ
・と1、かく何でもやてみるこ七!勢力を銃けること
40%
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罰 師 コ メ ン ト
就 職 剛 研 修 を 終 え て 」 の 所 感
3 年 に 渡 り 、 就 職 前 の 内 定 者 の 研 修 を 担 当 さ せ て 頂 く 問 に 、 企 業 を
取 り 巻 く 環 境 も 大 き く 変 化 を し て き て お り ま す 。 リ ー マ ン シ ヨ ツ ク か ら
の 経 済 危 機 に 始 ま り 、 昨 年 3 . 1 1 の 未 曾 有 の 大 謡 災 、 先 行 き の 不 透
明 さ の 不 安 は 、 誰 し も が 感 じ て ぃ る こ と で 勗 り 、 特 に 地 方 経 済 の 冷 え
込 み は 、 地 元 で 就 職 す る 学 生 な ら ず と も 不 安 を 大 き く し て い る も の と
思 い ま す 。
現 在 、 新 潟 の 中 小 企 業 の 人 材 育 成 支 援 に 携 わ り 感 じ る こ と は 、 新
入 社 員 の 早 期 雜 職 、 ス ト レ ス に よ る メ ン タ ル 不 全 者 ヘ の 対 応 を 、 緊 急
課 題 と し て 、 進 め て ぃ か な け れ ぱ い け な い と い う こ と で す 0
そ ん な 中 で 、 新 入 社 員 の 早 期 雜 職 に っ い て は 、 以 前 よ り 言 わ れ て い
た こ と で は あ り ま し た が 、 「 ゆ と り 教 育 」 の 世 代 の 卒 業 生 が 、 新 社 会
人 に な る こ と か ら 、 顕 著 に 見 ら れ る よ う に な り ま し た 0
も ち ろ ん 、 「 ゆ と り 世 代 」 と し て 一 般 化 、 類 型 化 し て し ま う こ と は 、
無 理 が あ り ま す が 、 「 言 わ れ た こ と は 、 面 目 に 取 り 組 む 」 一 方 、 「 指
示 さ れ て ぃ な い こ と は 、 出 来 な い 」 の 背 景 に あ る の は 、 極 端 に 失 敗 を
恐 れ 、 問 違 え た く な い と い う 、 恐 れ に 似 た 不 安 が そ こ に あ る よ う に 思
い ま す 。 企 業 の 中 で は 、 仕 事 の 中 で 上 司 や 先 輩 と 良 好 な 人 問 閏 係 を
築 く 手 前 で 、 自 分 自 身 の 殻 を 破 れ ず に 、 離 職 し て し ま う と い う 相 談 が
多 く 商 り ま し た 。
私 の 講 座 は 、 「 対 人 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 」 を 中 心 に 取 り 上 げ ま し た 0
槻 W I T  山 田 節 子
実 際 の 新 人 研 修 の O J T で は 、 「 報 連 相 の し 力 寸 ' d  か ら は じ め ま す が 、
仕 牢 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 円 滑 に 進 め る た め の 、 よ  J 良 い 人 問 閥 係
を 作 る た め の こ こ ろ 構 え や 具 体 的 な ス キ ル を お 伝 え し ま し た 0
上 司 や 先 輩 と の 人 問 関 係 を 早 急 に 強 固 に 作 る こ と に よ っ て 、 失 敗
や 落 ち 込 ん で ぃ る と き に 、 一 人 で 抱 え 込 ま ず 「 ヘ ル プ 」 の サ イ ン を 出
す こ と が 出 来 ま す 。
新 潟 の ク ラ イ ア ン ト 企 業 の 入 社 半 年 ~ 1 年 の 新 入 社 員 の ア ン ケ ー ト
を 見 ま す と 、 「 職 場 で 誰 も 声 を 掛 け て く れ ず 、 不 安 だ っ た 」 Π 士 耶 が 与
え ら れ ず 、 何 を し て ぃ い か わ か ら な か っ た 」 な ど の 声 も 多 く 聴 こ え ま
す 。
受 け 入 れ 企 業 の 新 人 育 成 担 当 者 の 意 識 と ス キ ル を 向 上 し て い く こ
と も 、 課 題 で は あ り ま す が 、 ま " は 、 自 分 か ら 柧 極 的 に 働 き か け て い
く こ と の 重 要 牲 を お 伝 え い た し ま し た 0
「 失 敗 し な い た め に は ど う し た ら い い か ? 」 か ら 、 「 チ ャ レ ン ジ を す
れ ば 誰 し も 失 敗 を 経 験 す る 。 そ の 時 ど う 乗 り 越 え る か ? 」 と い う パ ラ
ダ イ ム シ フ ト を 起 こ す た め の 、 今 回 の よ う な 就 職 前 研 修 は 、 早 期 梨 職
予 防 、 メ ン タ ル ヘ ル ス 対 策 と し て 、 大 変 意 義 の あ る 、 企 山 で あ っ た と
考 え ま 古 。
以 上 、 ご 報 告 申 し 上 げ ま す
本 研 修 の 設 計 ・ 開 発 実 施 に つ い て
若 者 の 剛 職 率 低 減 の 対 策 と し て 、 各 種 調 査 か ら 仕 率 内 容 、 人 問 閏
係 、 将 来 性 の 3 つ の 不 安 を い か に 緩 和 で き る か が ポ イ ン ト と 考 え た 0
こ れ ら は 心 理 的 要 素 が 強 く 、 一 方 的 に ス キ ル を 伝 達 す る だ け の 論 義
形 式 で は 緩 和 が 期 待 で き な い 。 そ こ で 、 受 脳 者 の 共 感 を 得 ら れ る よ う
見 せ 方 を 工 夫 し て 気 づ き を 与 え 、 そ の 後 で 定 濳 ( 意 識 付 { " を 図 る と い
う 2 段 階 構 成 と し た 。 主 な 就 職 先 で 勗 る 県 内 企 業 の 意 向 を 確 認 す る
た め ア ン ケ ー ト を 実 施 し 、 受 論 者 ヘ の メ ッ セ ー ジ と し て 研 修 に 盛  j 込
む こ と と し た 。
第 1 段 階 ( 気 づ き を 与 え る ) で は 、 e ラ ー ニ ン グ に よ る 研 修 を 実 施 し
た 。 教 材 作 成 に あ た り 、 受 講 者 と 同 じ 立 場 ( 内 定 者 ) の 人 物 を 登 場 さ
せ 、 ス ト ー リ ー 仕 立 て で ネ 士 会 人 の 先 輩 が ア ド バ イ ス し て い く 形 と し た 0
前 向 き な 姿 勢 、 良 好 な 人 問 関 係 作 り 、 段 取 り 力 、 考 え る 力 と い う 4 つ の
テ ー マ で 構 成 し 、 適 宜 伝 え た い ア ド バ イ ス を 衷 示 さ せ た 。 作 成 し た 教
材 の イ メ ー ジ は 図  1 を 参 照 。
第 2 段 階 ( 識 付 け を 図 る で は 、 集 合 研 修 に よ る 研 修 を 実 施 し
た 。 e ラ ー ニ ン グ の 振 り 返 り だ け で な く 、 実 際 の 職 壌 で の 体 験 談 を 紹
介 す る こ と で 、 e ラ ー ニ ン グ の 内 容 を り 実 践 的 に 捉 え ら れ る よ う 工 夫
し た 。 グ ル ー プ ワ ー ク を 適 宜 挟 み 、 受 講 者 自 身 で 考 え る 時 問 を 作 っ
た 話 す こ と で 自 分 の 考 え が 整 理 さ れ 、 他 人 の ' 見 を 聞 く こ と で 感
化 さ れ 、 結 果 と し て 理 解 深 化 を 図 る 狙 い を 持 た せ た 0
N E C ラ ー ニ ン グ 繍 粂 、 梅 原 、 納 田
本 プ ロ グ ラ ム は λ 社 直 前 に 実 施 し た こ と も あ り 、 受 講 意 欲 の 高 い
受 講 者 が 多 か っ た 。 実 施 後 の ア ン ケ ー ト で は 、 体 験 談 ヘ の 高 い 関 心 に
加 え 、 グ ル ー プ ワ ー ク の 時 問 配 分 増 の 要 望 が 出 る な ど 、 全 体 的 に 高
い 満 足 度 が 示 さ れ た 。
さ ら に 本 プ ロ グ ラ ム の 効 果 検 証 の た め 、 初 年 度 受 講 者 に 対 し て 入 社 半
年 後 に ア ン ケ ー ト を 実 施 し た 。 本 プ ロ グ ラ ム が 実 際 に 役 に 立 っ た 場 面 が
あ っ た と い う 意 見 が 7 割 を 占 め 、 後 塞 ヘ の ア ド バ イ ス と し て 失 敗 ヘ の 心
構 え や プ ラ ス 患 考 の 重 要 性 な ど 研 修 内 容 を 意 識 し た 記 赦 が 見 ら れ た 0
こ れ ら よ り 、 本 プ ロ グ ラ ム は 不 安 緩 和 に 向 け 効 果 的 な 内 容 で あ っ た と
考 え る 。
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「キャリア教育」の取組
^キャリア開発ガイダンス
実施時期 7月12
大学生の就職活動にっいて理解し、学生一人ひとりが自分自身の
キャリア(人生)と社会との関わりを考えてもらうためのガイダンス01動
くことの意味、そして勉強から資格、部活動など、卒業生ゲストを招き
学生生活がキャリア(人生Xこ繋がτいることを理解してもらい学生
生活の充実を図ることを目的としている
施時期 8月~9月、2月~3月
社会にはどのような会社があ
リ、どのような仕事、働くスタイル
があるのか、直接会社を目で見
て、耳で聞き、心で感じることで、
.
今後の大学での学びに活かし、
進路選択につぃて低学年から考
えてもらうことを目的としている
会社見学セミナー
1年生次対隷
^学内合同企業説明会見学会
^キャリア開発2
実施時期
1年後の就職活動イメージしてもらう為に、3年次生の就職活動を
問近で見て、人事担当者から会社概要、求める人材にっいて、直接話を
聞く車により、今後の意識形成を高めてもらうことを目的としている
実施時期 4月7月
就職環境が厳しい中ではある力圷卒業後を楽しみにできる主体的な
進路選択」に向けた準備をするワクや討論、意見交換などを通し
て、社会で活かせる自分の力や可能性を多面的にとらえると同時にそ
の攻付けとなる経験の振り返りや将来像のイメージ作りを進め「自分
らしさ」の具体的な把握をめざすまた、県内外の企業等の採用・ビジ
ネスの視点や先輩モテルの五舌、亊例、デタなどに触れ、雇用の現場で
何が起きてぃるのかを理解し、インターンシップ・学外実習ヘの参加お
よび就職活動や進路選択に役立てます1・2年次生対敦
取
^キャリア開発1
時期
就職環境が厳しい中、学生生活を主体的に生きるための視点やヒン
トをっかむと同時に自分の持てぃる力や可能性に目を向け「杜会で
自分を活かすこと」ι、真塾に向き合い、人事担当者、卒業生、4年次生
などをゲストして向かい入れ、さまぎまな人達の意見や考えに触れ、自
分らしさを模崇しながら、自らを{工えるコミュニケーションのポイントを
学びます
..
6 インターンシツプ・学外実習
実施期 8月9
インターンシップは情報文化学科の実社会体験プログラムで、企業
での就業体験を通じて、社会人として活躍するために必要な心構えや
スキルを実感しますまた、学外実習は、大学で学んだことが実社会で
どのように活かされてぃるかを学ぶ情報システム学科の体験プログラ
ム情報システムの構築方法や情報活用などの実態も理解できます
「キャリア開発1・2」から継続して受講することで、より大きな効果が
得られます2年次生対訣
3年次生対線
2年次生対諏
3年次生対隷
会牡見学セミナー
キャリア儷突1
キャリア問発ガイダンス
、
武'
゛
令
年
出
就駐ガイダンス
キャリア卯発2
インターンシップ
価
就纎事前研俸
職動援
「 就 職 活 動 支 援 」 の 取 組
^ 就 職 ガ イ ダ ン ス
実 施 時 期
目 前 に 迫 っ て ぃ る 就 職 活 動 の 亢 め の ガ イ ダ ン ス 実 践 的 な 内 容 を 中
心 に 1 5 回 実 施 し て い ま す
^ 東 京 就 活 バ ス
3 年 次 生 対 叡
. . . .
^ 学 内 合 同 企 業 説 明 会
. . . . . . . . . . . . . . .
年 2 回 県 外 就 職 を 希 望 し て い る
学 生 支 援 と し て 行 な っ て い ま す 。
実 施 時 期  2 月
3 年 次 生 対 線
実 施 時 期
社 会 人 、 卒 業 生 、 4 年 生 が 講 師
と な り 学 生 が 自 信 を 持 っ て 自 分 ら
し く 面 接 試 験 に 臨 め る よ う 取 組 ん
で ぃ ま す
就 職 模 擬 面 接 講 座
毎 年 、 本 学 の 体 育 館 { 」 τ 実 施 し
て ぃ ま す 県 内 大 手 ・ 中 核 企 業 及 び
県 外 企 業 約 2 0 0 社 の 参 加 を い た
だ き 、 県 内 最 大 級 の 説 明 会 で す
^ 個 別 面 談
そ の
3 年 次 生 対 敦
キ ャ リ ア 支 援 課 職 員 が 、 学 生 一 人 ひ と り と 面 談 し 、 状 況 確 認 や 相 談 な
ど き め 細 や か な 対 応 を 行 な っ て い ま す
の 取 組 み
^ 父 母 就 職 説 明 会
3 年 次 生 対 急
. 就 職 応 援 ガ イ ダ ン ス
雫
実 時 期  6 月
長 期 化 す る 就 職 活 動 一 次 募 集 に 向 け た 戦 略 や 気 持 ち の 切 り 替 え を
ア ド バ イ ス す る ガ イ ダ ン ス を 実 施 し て ぃ ま す
^ 学 内 企 業 説 明 会 冶 剛
実 施 時 期  8 月 ~ 1 2 月
二 次 募 集 か ら 秋 採 用 の 時 期 に 合 わ せ て 、 学 内 で 企 業 説 明 会 を 行 い 、
学 生 の 就 職 活 動 の 環 境 を 整 備 し て い ま す
3 ・ 4 年 次 生 対 諏
実 施 時 期  1 0 月
就 職 活 動 を 控 え て ぃ る 3 年 次 学 生 の 保 護 者 を 対 象 に
本 学 の 就 職 活 動 支 援 の 取 り 組 み と 現 状 に つ い て の 説 明
と 卒 業 生 等 に よ る 学 生 当 時 の 悩 み 事 な ど の 本 音 を 聞 い て
頂 く 「 パ ネ ル デ ィ ス カ ッ シ ョ ン 」 を 行 い 、 就 職 活 動 に つ い て
ご 理 解 と ご 協 力 を お 願 い し て い ま す
^ ハ ロ ー ワ ー ク 学 内 相 談 会
実
^
ハ ロ ー ワ ー ク と 連 携 し 、 学 内 企 業 説 明 会 等 と 併 設 し 、 定 期 的 な 求 人
情 報 の 提 供 と 相 談 会 を 実 施 し て い ま す
4 年 次 生 対 叡
実 施 時 期 " 月
お 世 話 に な っ て ぃ る 企 業 ( 団 体 ) 様 を ご 招 待 し 、 謝 意 の
会 と し て 実 施 し て ぃ ま す 毎 年 2 0 0 団 体 、 3 0 0 名 以 上
の ご 出 席 を 頂 い τ い ま す
3 年 次 生 保 護 者 対 致
^
^
^
^
就 職 企 業 懇 談 会
業
新 潟 国 際 情 報 大 学
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4 年 次 生 対 象
資 格 検 定
4 年 淡 生 対 叡
企 業 ・ 団 体 対 線
キ ャ リ ア 教 育
キ ャ リ ア 教 育
ボ ラ ン テ イ ア
就 職 活 動 支 援
本 校
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就 職 事 前 研 修
学
学 生 か ら 社 会 人 ヘ の 意 識 移 行
3 年 以 内 の 敲 職 率 低 減
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